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Ⅰ．背 景 

ジュニア・ユースアスリートサポートコースでは、2020 年度から公認スポーツ栄養士によ

る個別栄養サポートを実施している。アセスメントや評価時に使用する情報（食事記録、 コン

ディショニング記録など）は、保護者を介して情報交換を行っていることが多い。ジ ュニ

アアスリートのサポートには食事提供者である保護者に対しての指導や教育は重要で、健全

な発育発達のための栄養教育は欠かせない。2020、2021 年度のサポート対象者数と対応実態

は、対象者が中学生、高校生のため、基本的に連絡先は保護者であり、栄養指導の 個人サポ

ートについて指導内容の伝達は保護者におこなった。栄養指導時に立てた個人の 体組成の目

標に対し、達成できた選手は 15 人中 10 人（66.6%）であった。実施後アンケートから、栄養

指導に対しての保護者の満足度は高かった。 

課題として、食事調査の方法や日々のコンディショニングの管理方法について手間がかか

るなどの意見がありサポートの簡略化も求められていた。そこで、2022 年度の栄養サポート

では、新しいツールとして食事解析 (AI 画像分析）アプリ（以下：食事解析アプリ） を活

用することにより、選手が写真登録時に摂取栄養量が表示され、自分の摂取量の目安が把握

することができ、選手がより食事(栄養)について興味を持ち取り組めるようにした。コンディシ

ョニング管理表は電子化し、毎日公認スポーツ栄養士がデータ入力を確認した。行動目標に対

しても毎日の実施状況を確認しながらサポートを行うこととした。 

今年度から導入する食事解析アプリ「FoodLog for Athletes」は、AI の技術によって、

食事画像から料理や食品を判別、栄養価を算出し、記録することができるスマートフォンア

プリである。選手はこのアプリを使用して食事の記録を取ることで公認スポーツ栄養士から

食事に関するフィードバックを受けることができる。このアプリは東京大学工学部電子情報

工学科相澤研究室によって開発・運営されているサービスで、食事記録の自動化が選手と管

理栄養士コミュニケーションツールとしての活用をすることとした。 

 

Ⅱ．研究目的 

本研究では、公認スポーツ栄養士が選手に対する栄養サポートする際に食事解析（AI 画

像分析）アプリを使用し、選手が自主的に取り組む環境を整備することで、選手、保護者、

スポーツ栄養士間でより効果的な栄養指導ツールの可能性について検討した。 

＜選手＞ 

・栄養サポートを通じて目的を達成するための行動の選択と実行能力を身につけること

がきるようになる。 

・簡易的なツールを使うことで自己管理が習慣化するようになる。 

＜保護者＞ 

・栄養サポートの実施に関する調査用紙記入等の負担の軽減につながる。 

・家庭での食事内容の改善につながる。 

＜公認スポーツ栄養士＞ 

・選手とのコミュニケーション頻度が高くなることで信頼関係の構築ができ、より具体

的なアドバイスを提案、選手が提案内容を実行することで選手の競技成績向上へ貢献がで

きる。 



 

2  

 

Ⅲ．研究方法 

１）研究期間：2022 年 6 月～2023 年 2 月 

２）対 象 ：スケートショートトラック選手 5 名（平均年齢 16.8 歳）とその保護者車

いすバスケットボール選手 3 名（平均年齢 21.3 歳） 

※平均年齢は調査開始時 

３）方 法 

食事記録は食事解析アプリ（FoodLog for Athletes）を活用し、選手が写真登録時に表

示される栄養量を摂取量の目安として活用することで、より食事(栄養)について興味を持

ち取り組めるようにした。食事記録の入力頻度は、可能であれば毎日、最低週 2 日（練習

日、オフ日）とした。 

また、コンディショニング記録はコミュニケーションアプリ（LINEWORKS）に毎日入力し、指

導する公認スポーツ栄養士と共有した。コンディショニング管理の項目は表 3 のとおりであ

る。 

公認スポーツ栄養士は、食事記録とコンディショニング記録をもとに、週に 1 回フィー

ドバックを行った。フィードバック表はコミュニケーションアプリに送付し、グループ登

録している保護者にも共有できるようにした。 

 
４）評価項目とスケジュール 

①目標に対する評価 

サポート期間の 9 月を中間、2 月を最終として、個人の競技目標と体組成について評価

した。 

②サポート実施前後の評価 

選手の食事に対する意識の変化、行動変容の有無、また保護者から見た選手の意識変化

の有無を評価するためにアンケート調査をサポート期間終了後の 2 月に Google Forms を

用いて実施した。アンケート項目は表 4 のとおりである。 

③栄養サポート内容の評価 

食事解析アプリ、コンディショニング記録への入力作業について、公認スポーツ栄養士

からのフィードバックについて評価するために、サポート期間終了後の 2 月に実施した。 

 

Ⅳ．結果と考察 

競技目標を達成したのはスケートが 5 名中 4 名、車いすバスケが 2 名中 1 名だった。体

組成については、スケートで体重、体脂肪率ともに目標達成したのが 5 名中 1 名だった。

体重、体組成ともに未達成だった選手は、アセスメント時のエネルギー摂取量が基礎代謝

量程度と少なく、まずエネルギー摂取量を適正にすることを優先した。サポート期間で運

動量に見合う食事量となり、エネルギー摂取量も目標と同程度となり、今後、体組成の管

理を実施できる身体にすることができた。体脂肪減の目標 4 名は目標値迄の減少には至ら

なかったが 4 名とも栄養指導開始時と終了時では除脂肪体重が増加していた。除脂肪体重の

増加平均は 1.65 ㎏だった。 

車いすバスケで体重が目標達成したのは 2 名中 1 名だった。未達成の選手は栄養指導開 
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始時より食事量や野菜摂取量が増え、食事の彩りも介入時より改善された。増量目標が未

達だった原因は、日本 A 代表候補の練習参加するようになり、運動量が多くなり摂取エネル

ギーが不足していたことが考えられた。加えて選手は社会人で仕事、練習、試合と OFF 日

がないハードスケジュールをこなしていたことも原因であった。 

 

２）実施前、実施後の前後比較（アンケート調査） 

栄養サポート終了時の 2023 年 2 月にアンケート調査を実施した。アンケート回答者は

スケートが 5 名中 4 名は選手本人、5 名中 1 名は保護者であった。車いすバスケは 2 名と

も選手本人が回答した。 

 

➀食事解析  (AI 画像分析）アプリについて  

食事解析アプリの登録は 7 名中 6 名(85.7%)が選手自身で入力をおこなっていた。１日

のログイン回数は 1 回が 6 名(85.7％)で、1 日分をまとめて入力することが多いことが分

かった。 

 

②実施前後の食事に対する意識変化、行動変容について 

食事解析アプリで日々の食事写真を登録することで食意識の変化があったかという問

いには「食意識が向上した」と回答したのはスケート選手が 4 名(80%)でありジュニア世代

で変化が表れやすいことがうかがえた。（図１） 

 
図１意識の変化 図 2.正しい食習慣が身についたか 

 

食事解析アプリの入力で意識したことは「食事のバランス(品数、皿数)」が 3 名(42.9％)、 

「食事のエネルギー量（kcal）」が 3 名(42.9％)であった。食事のバランスの意識の変化は

選手の基本の食事について個人面談、面談日の全体指導、日々のコミュニケーションで繰

り返し指導していた結果と推測される。食事のエネルギー量に気を付けていた選手のうち 

2 名はアセスメント時に欠食や炭水化物の供給源がない食事がある傾向にあった。選手の

活動量から目標エネルギーを設定し、食事のエネルギー量に気を付けることにより摂取エ

ネルギーを増やすことができた。また朝食を食べるようになったことは選手の行動変容と

して大きな変化となった。 

食事解析アプリを使うことで正しい食習慣が身についたかという問いには「身についた」

と回答したのはスケート選手が 3 名(60%)であった。（図 2） 
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スケート選手の保護者にヒアリングしたところ、選手の食習慣の変化として、「補食の量

が増え、勝ち抜きのレースも最後まで滑れるようになっている」「朝食を食べずに登校して

いたが、オレンジジュース一杯飲むことから始まり、段々と食べられるようになったとこ

ろが大きな変化だった。」という声が聴かれた。 

 

３）栄養サポート内容の評価について 

➀食事解析アプリとコンディショニング管理サイトの入力作業についてa.

食事解析アプリの入力状況 

食事解析アプリの入力回数は、最多入力者 5 ヶ月間で 138 回、週平均 6.9 回でほぼ毎日

入力することができていた。週の入力目安の 2 日以上を超えていた選手は 7 名であった。

アンケートでも「週 2 回以上の入力は適当だった」との回答が多かった。 

 

b.コンディショニング記録の入力状況 

コンディショニング記録の入力は対象者に毎日入力するように依頼していたが、一番多

い選手で月平均 10 回と月の 1/3 程度の回数だった。特にスケート選手は 10 月からシーズ

ンインしてから入力回数が激減する傾向にあった。練習と週末の遠征試合とスケジュール

が忙しくなったことが原因と考えられる。 

コンディションニング記録について、日々の入力で選手が体調把握出来たかについては 

「把握できた」が 3 名(42.9％)だった。また、日々のコンディショニング入力で振り返り

をしたかには「ふつう」が 5 名(71.4％)と振り返りには活用をしていないことがわかった。

課題として、コンディショニングのフィードバックを、平均値で算出し、表で表してい た

ことが挙げられた。日々の変化が折れ線グラフのように視覚的に表すことで選手がコン 

ディション把握や振り返りに繋げることができるようになると考える。 

 

②公認スポーツ栄養からのフィードバックについて 

公認スポーツ栄養士から選手へのフィードバックはコミュニケーションアプリ 

（LINEWORKS）を使用し週に 1 回行った。（表２）食事解析アプリの結果を用いた食事記録

のフィードバックについては「とても解り易かった、解り易かった」が 5 名(71.4％)と回

答しており、日々の食事写真から栄養計算された数値を基に目標量に達しているかを数値

で示せていたことが解り易さに繋がっていたと推測される。 

表２．選手へのフィードバック表（一部抜粋） 
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公認スポーツ栄養士

コメント 

5月22日   48.5 23.5            1683 58.9 50.5 248  

目標設定   48.0 23.5            2000 100 55.6 275  
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記録開始7月３日からの変動 

体       重       48.6→48.1㎏  → 0.5㎏減

体脂肪率       29.5→28.5％  →1％減除

脂肪体重   34.3→34.4㎏  → 0.1増 

総評としては変化なし。体重、体脂肪が

減少しているように見えますが筋肉量が

増えていませんでした。 

除脂肪体重を増やした減量が目標です。 
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面談後夕食に主食を食べるようになり摂 

取エネルギーが確保できるようになりま

した。とても良いことです。体脂肪も増

えず良い傾向。 

公認スポーツ栄養士からのフィードバック頻度の選手の要望は週 1 回が 1 名、月 1 回程 
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度が 6 名という回答だった。 

フィードバックは開始から 9 月の 2 回目の面談日までは毎週おこなっていた。10 月から

シーズンインとなり食事解析アプリ、コンディショニング記録の入力回数が減ったこと、

体重の目標に達している選手もいたことからフィードバックを月 1 回に変更した。介入時

はこまめに連絡をすることで不足しているものを的確に伝え、選手に必要なものを理解し

てもうためには毎週のフィードバックは効果があったと考える。 

 

Ⅴ．まとめ 

食事解析アプリの導入は、選手が自分の必要量と摂取量を可視化することができ、食意

識の向上や目標達成のための行動変容を促すことができた。 

2021 年までのサポートでは選手への食事のフィードバックは食事調査期間のみとして

いたが、食事記録のフィードバックに時間を要し、公認スポーツ栄養士側の負担も多かっ

た。2022 年からは食事画像分析アプリを使うことで食事調査期間以外も継続的に選手が食事

記録を登録することで、詳細な栄養価など時間をかけずに選手へフィードバックすること

が可能となった。入力頻度は、週 2 回程度の入力であれば長期間、選手が継続することは

可能であると考えた。 

公認スポーツ栄養士からのフィードバックシートは、選手だけでなく保護者へも共有し、

不足している栄養量に関するアドバイスをおこなった。その結果、保護者もサポートに協 力

的になり、選手の目標達成につながった。フィードバックシートに書ききれないことや、 遠征合

宿時に外食(コンビニ食)になる時や試合日の補食などについては随時コミュニケー ションア

プリを活用しアドバイスをおこなうことができた。選手、保護者からは、「自分に 足りないも

のを知ることができた。料理写真の提出により制限されると思っていたが不足 しているもの

をどう補うかアドバイスを貰えた。」などの声があった。 

今回のサポートの結果として、公認スポーツ栄養士が長期間継続的に食事のアドバイス

をすることでスケート選手は個人の競技成績が向上(自己ベスト更新含む)し、車いすバス

ケット選手はそれぞれ所属チームに貢献できた。 

課題としては栄養サポートには選手の状態を把握するために食事とコンディショニン

グの記録が必要である。AI による画像分析機能を使った食事記録とコンディショニング記録

が同じアプリで管理できるシステムがあれば、選手の負担も減り、よりタイムリーなコミ

ュニケーションツールとなり得るよう改善をしていく必要がある。 

神奈川県立スポーツセンターの公認スポーツ栄養士によるジュニア・ユースアスリートサ

ポートコースは今年で 3 年目を終えた。3 年目にあたる本研究では、食事解析アプリの導入

を検討することで、選手、保護者、公認スポーツ栄養士のそれぞれの負担を軽減しながら競

技力向上につながる栄養指導ツールについて検討を行うことができた。今後も選手が食事

画像分析アプリを活用した栄養指導ツールでサポートを継続していくことで、選手、保護者、

公認スポーツ栄養士のコミュニケーションを増やし、ジュニア世代の健全な発育・発達に貢献し、

さらなる競技力向上へと展開していきたい。 


